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１．研究計画の概要 
 
 わが国の公共図書館では，従来の貸出を基
盤に据えたサービスモデルに代えて，市民の
課題解決支援をめざすサービスのような新
しいサービスを盛り込むことが可能となる
開かれたモデルの構築が求められている。利
用者のニーズに応えるために図書館がサー
ビスとして創出する価値が，利用者と図書館
員，自治体・地域の関係者と図書館員，およ
び図書館員相互によって共有されることを
通じて，課題解決支援のような新規サービス
は初めて人々に受け入れられ成長する。これ
までの研究から得られた以上の理論的前提
の下に，本研究では，公共図書館の利用者，
自治体・地域の関係者，および図書館員に対
するインタビュー調査によって，新規サービ
スが価値を創出するための条件，および創出
した価値が人々に共有されるための条件を
明確にし，モデル化する。さらに，サービス
を実施している公共図書館に対する質問紙
調査により，モデルの有効性と適用可能性を
検証する。対象とするのは公共図書館のビジ
ネス支援サービスである。 
 
２．研究の進捗状況 
 
 公共図書館の新しいサービスにおいて強
調されている点は，(1)市民の課題解決を狙い
としていること，及び，(2)他機関との連携・
協力の下に目的を達成しようとしているこ
と，の２点である。本研究では，2007 年度
まで継続して行ってきた研究を踏まえ，以上
２点について公共図書館が具体的にどのよ
うなことを行っているのか，その結果はどの
ようなものかを理解し，そこからサービスが

持続的に成果を生み出すための条件を整
理・モデル化することを試みる。対象とする
サービスはビジネス支援サービスで，以前の
研究で主たる調査対象とした４図書館に対
する事例調査の継続と，そこで得られた知見
を確認するための訪問調査，及び調査票によ
る全国調査である。 
 これまでに４図書館を対象とする事例調
査と数館の訪問調査，及び全国調査を終え，
現在は全国調査の分析と取りまとめ，及び補
足調査を行っている。 
 これら一連の調査により，現在までのとこ
ろ次のような知見が得られている。(1)サービ
スは書架レイアウト，レファレンスサービス，
講演会等の会合，相談会等の複数の要素で構
成されている複合的なものであり，重点の置
き方は図書館により異なる。サービス内容も，
農業支援などが含まれ，利用者主導型で多様
である。(2)図書館員は概してサービスの多様
性を容認している。一方，そのときどきの課
題に対応しようとする，課題対応型のサービ
ス展開に対して根強い抵抗がある。(3)従って，
課題対応型のサービスに対する図書館員の
理解と必要な技能の獲得がサービス展開の
鍵となる。(4)重要なもう一点は，産業振興課
や商工会議所等関連組織との連携である。こ
の場合鍵となるのは連携の形式で，棲み分け
型のサービス分担に対し，協働型の連携が効
果的である。協議会等，連携の継続性を保証
するための制度も重要である。 
 以上の成果を国際的な研究集会での口頭
発表や査読誌への掲載等により発表した。 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
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（理由） 
 当初の計画で予定したとおり，４図書館の
事例調査，補足的な訪問調査，調査票による
全国調査をすべて実施できた。訪問調査のう
ち，東北地方の図書館を対象としたものが，
東日本大震災により未実施であるが，他はほ
ぼすべて予定どおり進行している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 最終年度である 2011 年度には，全国調査
の取りまとめと，補足的な訪問調査によって，
これまでに得られた知見を検証・修正・補強
する。それをもとに，研究の最終的な取りま
とめを行い，その成果を他の研究者，公共図
書館関係者等と共有するために，シンポジウ
ムを行い，また，報告書を刊行する。 
 さらに，ビジネス支援サービスで得られた
成果から，公共図書館のような定型的な日常
業務を重視する公共サービス期間が，革新的
なサービスを導入するための条件をまとめ
てゆく予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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